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	あなたの『ちょこっと』が誰かの『助かる』に！
	第5回　尼崎市生活支援サポーター養成研修申込書
	申込方法
	必要事項をご記入のうえ、下記申し込み先まで電話・メールQRコード・窓口持参・郵送・FAXによりお申込みください。

	令和８年 (2026年)度 第5回
	尼崎市生活支援サポーター養成研修
	申込先
	TEL　０６－４９５０－９１０３
	FAX　０６－４９５０－９１３６

	アンケート
	会場


	50名
	小田南生涯学習プラザ
	2階　大会議室２

	無料
	主催　尼崎市社会福祉協議会　重層的支援推進グループ
	やさしさ
	あなたの
	が、

	地域の

	安心
	につながります。
	生活支援サポーターとは？
	「ごみ出しが大変」、「重いお米が買えない」など、
	日々の暮らしに困っている高齢者がたくさんいます。
	あなたのちょっとしたお手伝いが、そんな方々の「これからもこの街で暮らす安心」を支えます。
	特別な経験は必要ありません。買い物やゴミ出し、お掃除など、日常のちょっとしたお困りごとをお手伝いするボランティアとして、どなたでも活躍していただけます。

	どんな人におすすめ？
	・ちょっとしたお手伝いで、地域で活動してみたい方
	・介護施設等で働きたい方、これから働く予定の方
	・定年後の時間を活かしたい方。新しい生きがいを見つけたい方
	・仕事と介護の両立について、今のうちに具体的な準備をしておきたい方

	サポーターさんの声
	修了後の活動紹介

	講師 紹介
	講義の重要なポイント
	受講者にひとこと
	岡田　久子氏
	onlyone 代表
	「制度理解」「チームケア」「職務の理解」
	「考化と疾病についての理解と介護予防」

	稲松真人氏
	「本人や家族との
	コミュニケーション」

	中林弘明氏
	「自立支援の理論と実践」

	太田吉彦氏
	「高齢者等の尊厳の保持」
	労働者協同組合はんしんワーカーズコープ　代表理事　馬場　義竜氏
	あま社協ホームヘルプサービスセンター　管理者　
	「尼崎市の現状」



